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各部の名称と機能同梱品を確認する

本製品は安全性に充分な配慮をして設計していますが、使いかたを誤ると事故が起こる
ことがあります。事故を未然に防ぐために下記の内容を必ずお守りください。

警告 この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う
可能性があります」を意味しています。

注意 この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う、または
物的損害が発生する可能性があります」を意味しています。

安全上の注意

使用上の注意

お買い上げありがとうございます。 
ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みのうえ、正しくご使用ください。
また、いつでもすぐ読める場所に保管しておいてください。

①電源スイッチ
　電源のON/OFF を行います。

②電源インジケーター
　電源をONにすると青色に点灯します。

③ステータスインジケーター
　ケーブル長補正機能が動作している際、緑色に点灯します。

④スキャン／リセットボタン
　ケーブル長補正機能を使用する際に使用します。

⑤ケーブル長補正スイッチ
　手動でケーブル長補正をする際に使用します。通常は使用しません。
　使用する際はカバーを取り外し、背面にあるケーブル長補正切換スイッ
　チを「MANUAL」に設定します。

⑥シグナルアースグランド端子
⑦入力端子
⑧ケーブル長補正切換スイッチ
　ケーブル長補正機能のAUTO/MANUALを切り換えます。
　※工場出荷時は「AUTO」に設定されています。

⑨出力端子
⑩ACインレット端子
　付属の電源ケーブルを使用し、AC100V 50/60Hz の電源に接続して
　ください。

　※付属の3P-2P 電源プラグを使用する場合は、アース接続は必ず電源
　　プラグをコンセントにつなぐ前に行ってください。
　　また、アース接続を取り外す場合は、必ず先に電源プラグをコンセン
　　トから抜いてください。
　※本製品は日本国内専用です。海外では使用できません。

赤外線混合分配器 ATIR-D640

取扱説明書

ATIR-D640

本製品をご使用になる前に、下記同梱品がすべてそろっていることを確認して
ください。 万一、 同梱品に不足や損傷がある場合は、お買い上げの販売店ま
たは当社ホームページ記載の各営業所までご連絡ください。

●赤外線受光ユニットATIR-A400、ATIR-A410を最大6台まで接続可能

●受信した赤外線信号を混合し、レシーバーATIR-R820、ATIR-R840
　の各ユニットに分配

●複数台同時使用により、受光ユニットを最大36台まで増設し、カバー
　エリアを広範囲に拡大可能

●配線ショートなどを検出する自動復帰型の安全回路を搭載し、トラブルを
　未然に回避

●設置の際に配線しやすい「ケーブル長補正機能」を搭載

●赤外線混合分配器
●ラックマウントアダプター（短）×2
●ラックマウントアダプター用
　取り付けねじ×6

●電源ケーブル
●3P-2P電源プラグ
●取扱説明書 - 保証書
　付き -（本書）

●ご使用の際は、接続する機器の取扱説明書も必ずお読みください。
●ケーブルの配線上に大型電気機器があると、ノイズが発生する可能性があります。
　その場合は、ノイズが発生しなくなるまで離して配線してください。
●設置した受光ユニットが使用者や障害物の影にある場合、受信しません。
　マイクロホンから複数の受光ユニットが見えるように設置してください。
●受光ユニットを7台以上接続する場合、本製品を複数台使用してください。
●本製品を複数台使用する際、出力端子と入力端子を接続（カスケード接続）しないで
　ください。

本体について

電源ケーブルについて
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●不安定な場所に置かない
　転倒などによりけがや故障の原因に
　なります。
●直射日光の当たる場所、暖房器具の
　近く、高温多湿やほこりの多い場所
   に置かない
　故障、不具合の原因になります。
●火気に近づけない
　変形、故障の原因になります。
●ベンジン、シンナー、接点復活剤など
   は使用しない
　変形、故障の原因になります。

注意
●密閉された狭い場所や熱がこもる場所
   には置かない
　変形、故障の原因になります。
●調理台の近くなど油、蒸気、熱のあた
　る場所には置かない
　変形、故障や不具合の原因になります。
●本製品の上に物（花瓶・植木鉢・水の
　入ったコップ・金属）などを置かない
　万一、倒れた場合、感電によるけがや、
　火災など事故の原因になります。

警告
●付属の電源ケーブル以外使用しない
　電流容量などの違いにより、火災・
　感電の原因になります。また、故障・
　不具合の原因になります。
●本製品に異物(燃えやすい物、金属、
　液体など)を入れない
　感電、故障や火災の原因になります。
●同梱のポリ袋は幼児の手の届く所や
　火のそばに置かない
　事故や火災の原因になります。
●異常(音、煙、臭いや発熱、損傷な
　ど)に気づいたら使用しない
　異常に気づいたら、お買い上げの販
　売店か当社ホームページ記載の各営
　業所に修理を依頼してください。

●分解や改造はしない
　感電、故障や火災の原因になります。
●強い衝撃を与えない
　感電、故障や火災の原因になります。
●濡れた手で触れない
　感電やけがの原因になります。
●水をかけない/水滴やみずしぶきの
　かかる場所に置かない
　感電、故障や火災の原因になります。
●布などで覆わない
　過熱による火災やけがの原因になり
　ます。

警告
●表示している電源電圧以外で使用し
　ない
　過熱による火災など事故の原因にな
　ります。
●本製品以外には使用しない
　電流容量などの違いにより、火災・
　感電の原因になります。また、故障・
　不具合の原因になります。
●異常（音、煙、臭いや発熱、損傷など）
　に気付いたら使用しない
　異常に気付いたらすぐに使用を中止
　して、コンセントから抜きお買い上げ
　の販売店か当社ホームページ記載の各営
　業所に連絡してください。そのまま使
　用すると、火災など事故の原因になり
　ます。
●ケーブルは釘などで固定しない、束
　ねたまま使用しない
　過熱による火災など事故の原因にな
　ります。
●コンセントや本体にプラグを差し込
　むときは根元まで確実に差し込む
　過熱による火災など事故の原因にな
　ります。
●ケーブルを引っ張らず、プラグを持
　ってまっすぐ抜き差しする
　断線、故障の原因になります。
●ケーブルの上に物を置いたり、敷物
　や家具などの下に入れたりしない
　感電によるけがの恐れがあります。

●分解や改造はしない
　感電によるけがや、火災など事故の
　原因になります。
●強い衝撃を与えない
　感電によるけがや、火災など事故の
　原因になります。
●濡れた手で触れない
　感電によるけがの恐れがあります。
●布などで覆わない
　事故や火災の原因になります。
●プラグにたまったほこりなどは乾い
　た布で定期的に拭き取る
　長い間掃除をしないと、火災など事
　故の原因になります。
●アース線は、必ずコンセントの接続
　前に取り付け、コンセントを外した
　後に取り外す
　火災の原因になることがあります。
　安全のため、必ず手順を守ってくだ
　さい。(3P-2P 電源プラグ使用時）
●接地（アース）極付コンセント以外
　には接続しない
　火災の原因になることがあります。
●すぐにコンセントから電源プラグを
　抜くことができるようにする
　電源スイッチを切ってもコンセントか
　らは完全に遮断されていません。万一
　の事故防止のため、本製品をコンセン
　トの近くに置き、すぐにコンセントか
　ら電源プラグを抜くことができるよう
　にしてください。

●長時間使用しないときは、コンセン
　トから抜く
　火災の原因になることがあります。
　安全のため、必ずコンセントから抜
　いてください。また、省エネルギー
　にご配慮ください。

注意
●足に引っ掛かりやすい場所にケーブ
　ルを引き回さない
　故障や事故の原因になります。
●ベンジン、シンナー、接点復活保護
　剤など薬品は使用しない
　変形、故障の原因になります。
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ケーブル長補正機能について
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製品保証および修理などにつきましてはお買い上げのお店、
または当社ホームページ記載の各営業所までお問い合わせください。

www.audio-technica.co.jp/proaudio

接続のしかた

株式会社オーディオテクニカ

故障かな？と思ったら

対処方法ご確認ください症状

→電源ケーブルをしっかりと接続して
　ください。

電源ケーブルが、本製品お
よびコンセントに接続されて
いますか？

→電源スイッチをONにしてください。
本製品の電源は入っていま
すか？

→ほかのケーブルとは一緒に束ねず、
　離して配線してください。

同軸ケーブルを、ほかのケー
ブルなどと一緒に束ねて配線
していませんか？

→「ケーブル長補正機能」の設定を
　やり直してください。

「ケーブル長補正機能」が
正しく設定されていますか？

音
に
ノ
イ
ズ
が
乗
る

音
が
途
切
れ
る

→出力端子に接続してください。
レシーバーが本製品の入力
端子に接続されていません
か？

→同軸ケーブルをしっかりと接続して
　ください。

受光ユニットの電源インジ
ケーターが消灯していませ
んか？

→入力端子に接続してください。
受光ユニットが本製品の出
力端子に接続されていませ
んか？

音
が
出
な
い

症状が良くならない場合や
不明な点がある場合

お買い上げの販売店または当社ホームページ
記載の各営業所までお問い合わせください。

赤外線マイクロホンや赤外線レシーバー、接続する機器の取扱説明書も併
せてお読みください。

テクニカルデータ

改良などのため予告なく変更することがあります。

周波数範囲　　　　  ：1～4MHz
入力端子　　　　　  ：BNCコネクター×6
出力端子　　　　　  ：BNCコネクター×4
アンテナ供給電圧　　：DC12V±1V 
最大出力電流　　　  ：50mA（各入力端子）、最大200mA
高周波通過損失　　  ：0dB±4dB
消費電力　　　　　  ：8W
動作温度　　　　　  ：5～45℃
電源　　　　　　　  ：AC100V、50/60Hz
　　　　　　　　　　 ※電気定格およびモデル名は、本製品の底面に表示があります。
外形寸法　　　　　  ：H44×W420×D210ｍｍ
質量　　　　　　　  ：約 2.34kg
付属品　　　　　　  ：電源ケーブル、3P-2P電源プラグ、
　　　　　　　　　　 ラックマウントアダプター（短）×2、
　　　　　　　　　　 ラックマウントアダプター用取り付けねじ×6

ケーブル長補正機能を使用することで、接続する同軸ケーブルの長さを
そろえる必要がなくなります。

※ATIR-A40/ATIR-A41の受光ユニットを使用する場合、受光ユニット
　からケーブルを取り外し、本製品とケーブルのみの状態で設定してくだ
　さい。設定後、受光ユニットを取り付けてください。
※設定後に再度スキャン／リセットボタンを押すと再設定されます。
　ケーブル長などの設置環境を変更した場合、再設定してください。
※設定をリセットする際は、スキャン／リセットボタンを長押し（約4秒）
　してください。ステータスインジケーターが消灯します。
※設定にエラーが起きた際はステータスインジケーターが点滅します。
　その場合、設定をリセットして再度設定してください。

⑤本製品のスキャン／リセットボタンを先の細いもので押します。

①受光ユニットを設置します。
②本製品と受光ユニットを同軸ケーブルで接続します。
③本製品の電源をONにします。
④本製品のケーブル長補正切換スイッチを「AUTO」にします。
　※工場出荷時は「AUTO」に設定されています。

⑥ケーブル長補正機能が設定され、本製品のステータスインジケーターが
　緑色に点灯します。

①本製品の入力端子に受光ユニットを接続します。
②本製品の出力端子とレシーバーを接続します。
③電源ケーブルを接続し、AC100V 50/60Hz の電源に接続します。
　※必要に応じて、3P-2P電源プラグを使用します。
④本製品の電源をONにします。
⑤本製品の電源インジケーターが青色に点灯します。

・接続する機器の取扱説明書も併せてお読みください。
・同軸ケーブルは、ほかのケーブルと一緒に束ねて配線しないでください。
　雑音の原因となります。

■接続例

本製品

受光ユニット（最大6台）

レシーバー
（最大4台）

本製品

受光ユニット（6台接続） 受光ユニット（2台接続）

本製品を使用する際は、直接レシーバーに受光ユニットを接続しないでください。
受光ユニットを7台以上使用する場合、本製品を複数台使用してください。

ケーブル長補正機能がうまくいかない場合は、手動で調整できます。

受光ユニット（6台接続）

本製品 本製品

受光ユニット（2台接続）

レシーバー

レシーバー

■接続例（受光ユニット8台接続の場合）

背面

TEST  SWITCH

正面
先の細いもの
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正面

※本製品を複数台使用する際は、ケーブル長補正機能を「すべて設定する」
　もしくは「すべて設定しない」のどちらかに設定してください。
　設定後、すべてのステータスインジケーターを確認し、すべて点灯もしくは
　消灯していることを確認してください。
　設定されていない場合、飛距離の低下やノイズが発生する原因になります。

②ケーブル長補正スイッチのカバーを取り外します。

①ケーブル長補正切換スイッチを「MANUAL」にします。
　※「MANUAL」に切り換えた場合、ステータスインジケーターは消灯します。

③ケーブル長補正スイッチは下図の入力端子と対応しています。
　補正したい端子を確認します。

④各入力端子ごとに一番短いケーブル長との差を計算し、計算した数値が
　下表のケーブル長許容補正範囲に含まれる箇所の設定を行います。
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正面 ねじを取り外した後、カバーを取り外します

正面

※工場出荷時は「0～6m」に設定されています。
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